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平成 15年 1月 28日 
各   位 
 

ＪＦＥホールディングス株式会社 
 
 

ＪＦＥグループの各事業別会社再編に係る契約書の締結について 
 

 
 平成 15年 1月 28日開催の当社取締役会において、当社は平成 15年 4月 1日をもって、
下記のとおり、川崎製鉄株式会社（社長：數土文夫）のＬＳＩ子会社管理事業に関する営

業を会社分割により承継することを決定いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．会社分割の目的 
 当社は、平成 14年 9月 27日に、株式移転により、NKK[日本鋼管株式会社]と川崎
製鉄を完全子会社とする持株会社として設立され、新たにＪＦＥグループがスタート

いたしましたが、経営統合の第２ステップとして、平成 15年 4月 1日をもって、NKK
および川崎製鉄を各事業毎の会社に再編することを予定いたしております。 
 本件会社分割は、ＮＫＫおよび川崎製鉄を再編することによってできるＪＦＥスチ

ール株式会社、ＪＦＥエンジニアリング株式会社、ＪＦＥ都市開発株式会社およびＪ

ＦＥ技研株式会社に加え、現在川崎製鉄の子会社である川崎マイクロエレクトロニク

ス株式会社を当社の直接傘下の子会社とするものであります。 
 
２．会社分割の要旨 
（１）分割の日程 

    分割契約書承認取締役会（当社および川崎製鉄） 平成 15年 1月 28日 
    分 割 契 約 書 調 印    平成 15年 1月 28日 
    分割契約書承認株主総会（川崎製鉄）  平成 15年 2月 12日（予定） 
    分 割 期 日    平成 15年 4月 1日（予定） 
    分 割 登 記    平成 15年 4月 1日（予定） 

 
（２）分割方式 
１．分割方式 

当社を承継会社とし、川崎製鉄を分割会社とする分割型吸収分割です。 
 なお、承継会社である当社にとって、本件会社分割は商法第 374条の 23第
1項の簡易分割の要件を充足するものであり、商法第 374条の 17第 1項の株
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主総会による分割契約書の承認を得ずに行うものです。 
 

２．当分割方式を採用した理由 
現在、川崎製鉄の子会社である川崎マイクロエレクトロニクス㈱を当社の直

接子会社とするため、当社を承継会社とし、川崎製鉄を分割会社とする分割型

吸収分割を採用しました。 
 
（３）株式の割当 

承継会社である当社は、川崎製鉄の発行済株式のすべてを所有しているので、

本件分割に際して川崎製鉄の株主である当社にそのすべてが割り当てられるべき

新株の発行を行いません。 
 

（４）分割により増加する資本の額等 
本件会社分割に際し、資本の額等の増加はありません。 
 

（５）分割交付金 
本件会社分割に際し、分割交付金の支払いは行いません。 
 

（６）当社が承継する権利義務 
川崎製鉄のＬＳＩ子会社管理事業に関する営業に属する資産およびこれに付随

する権利義務ならびに同営業に属する契約上の地位を承継します。 
 なお、本件分割において当社が川崎製鉄から承継する義務につきましては、免

責的債務引受の方法によるものとします。 
 

（７）債務履行の見込み 
本件会社分割後の分割会社（川崎製鉄）および承継会社（当社）の負担すべき

債務につきましては、履行期における履行の見込みがあるものと判断いたしまし

た。 
 

（８）分割会社から新たに就任する役員 
本件会社分割に際し、分割会社から新たに就任する役員はございません。 
 

３．分割当事会社の概要 
 別紙をご参照ください。 

 
４．承継する営業の内容 
（１）ＬＳＩ子会社管理事業に関する営業の内容 

川崎製鉄が行っているＬＳＩ子会社管理にかかる営業 
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（２）譲渡資産の項目および金額（単位：億円 平成 14年 9月 30日現在）  

資  産 

項 目 帳簿価額 

子会社株式 196  

合 計 196  

 
５．承継後の当社の状況 
 本件分割に伴う、商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金、総資産および決

算期の変更はございません。また、平成 14年 11月 21日に公表いたしましたＪＦＥ
ホールディングス㈱の連結業績予想に本件分割に伴う影響はありません。 
 なお、ＪＦＥホールディングス㈱の連結業績予想につきましては、本日付で、その

修正について別途発表しておりますのでご参照下さい。 
 

以 上 
 

 
本件に関するお問い合わせは下記にお願い致します。 
ＪＦＥホールディングス㈱ 総務・法務部門（広報担当） 03-3217-4030



 
 
【別 紙】 
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（平成 14年 9月 30日現在） 

商 号 ＪＦＥホールディングス㈱ 川崎製鉄㈱ 

事 業 内 容 鉄鋼事業・エンジニアリング事業等を行う
子会社の経営管理等 

鉄鋼事業、エンジニアリング事業、化学
事業等 

設 立 年 月 日 平成 14年 9月 27日 昭和 25年 8月 7日 

本 店 所 在 地 東京都千代田区丸の内一丁目 1番 2号 神戸市中央区北本町通 1丁目 1番 28号 

代 表 者 代表取締役社長 下垣内 洋一 代表取締役社長 數土 文夫 

資 本 金 100,000百万円 239,644百万円 

発 行 済 株 式 総 数 574,733,051株 3,191,956,286株 

株 主 資 本 788,574百万円 408,624百万円 

総 資 産 788,782百万円 1,475,502百万円 

決 算 期 3月 31日 3月 31日 

従 業 員 数 74名 9,141名 

大株主及び持株比率 
（平成 14年 9月 27

日現在） 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会
社（5.87％） 
日本生命保険相互会社（4.58％） 
株式会社みずほコーポレート銀行
（4.24％） 
三井アセット信託銀行株式会社（4.24％） 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（3.89％） 

ＪＦＥホールディングス株式会社
（100％） 

主 要 取 引 銀 行 株式会社みずほコーポレート銀行 株式会社みずほコーポレート銀行 
株式会社三井住友銀行 
株式会社東京三菱銀行 

当 事 会 社 の 関 係 川崎製鉄㈱はＪＦＥホールディングス㈱の完全子会社です。 

 
最近 3決算期間の業績 

         

 ＪＦＥホールディングス㈱ 川崎製鉄㈱ 

決 算 期 平成 11年度 平成 12年度 平成 13年度 

売 上 高（百万円） 765,924 778,536 712,630 

営 業 利 益（百万円） 29,454 53,920 21,323 

経 常 利 益（百万円） 16,943 43,002 13,460 

当期純利益（百万円） 6,541 △27,600 △10,745 

1株当たり当期純利益（円） 2.01 △8.52 △3.36 

1株当たり配当金（円） 1.50 1.50 0.00 

1株当たり株主資本（円） 

平成 14年 9月 27日設立 

142.28 142.95 129.16 
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（ご参考）当社子会社の各事業別会社再編について 
 
 ＮＫＫ[日本鋼管株式会社]および川崎製鉄株式会社は、両社の事業に関し、ＪＦＥスチ
ール株式会社、ＪＦＥエンジニアリング株式会社、ＪＦＥ都市開発株式会社およびＪＦＥ

技研株式会社の各事業別会社に再編するための会社分割を行うことについて、本日、それ

ぞれの取締役会で決議し、分割契約書・計画書に調印いたしましたので、あわせてお知ら

せいたします。 
 
（１）分割の日程 
   会社分割契約書・計画書承認取締役会   平成 15年 1月 28日 
   会社分割契約書・計画書調印       平成 15年 1月 28日 
   会社分割契約書・計画書承認株主総会   平成 15年 2月 12日（予定） 
   分割期日                平成 15年 4月 1日（予定）   
   分割登記                平成 15年 4月 1日（予定） 
 
（２）両社は、会社分割契約書・計画書にもとづき、鉄鋼事業をＪＦＥスチール㈱（現川

崎製鉄）、エンジニアリング事業をＪＦＥエンジニアリング㈱（現ＮＫＫ）、都市開

発事業をＪＦＥ都市開発㈱（新設）、基盤技術開発事業をＪＦＥ技研㈱（新設）に、

それぞれ再編いたします。 
 
（３）会社分割後の各事業別会社の概要 
 

商     号  ＪＦＥスチール㈱ ＪＦＥｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ ＪＦＥ都市開発㈱ ＪＦＥ技研㈱ 

事 業 内 容 鉄鋼事業 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業 都市開発事業 基盤技術開発事業 

本 店 所 在 地 東京都千代田区 東京都千代田区 東京都千代田区 川崎市 

代表取締役社長  數土 文夫 土手 重治 重見 憲明 北田 豊文 

資 本 金 2,396億円 100億円 30億円 1,000万円 

決 算 期 3月 31日 3月 31日 3月 31日 3月 31日 

注）ＪＦＥスチール㈱となる川崎製鉄は、会社分割に先立ち本店を神戸市から東京都千代

田区に移転する予定です。 
 
※ なお、上記の分割期日に、川崎製鉄が行っている化学事業をアドケムコ株式会社（現

NKK の完全子会社。ＪＦＥケミカル株式会社に商号変更予定）、同橋梁鉄構事業を川
鉄橋梁鉄構株式会社（現川崎製鉄の完全子会社）にそれぞれ分割し、両社をＪＦＥス

チール㈱の完全子会社とすることを予定しています。 
 

以 上  


